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頒
価
１
部
250円（

税
別
）

流
れ
て
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
に
ふ
と
目
を
止
め

る
と
、救
急
車
利
用
件
数
の
増
加
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

今
年
度
の
利
用
件
数
は
約
６
０
０
万
件
に
達
し
、救

急
車
の
到
着
時
間
が
１
分
半
遅
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

％
を
超
え
る
利
用
は
軽
症
で
あ
り
、中
等

50

症
が

％
弱
。対
策
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
な

40

か
っ
た
。

道
医
勤
務
医
部
会
で
は
、勤
務
医
の
環
境
改
善
の

課
題
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、「
勤
務
医
部
会
報
告
書

～
勤
務
医
の
過
重
労
働
を
改
善
す
る
た
め
に
」を
ま

と
め
た
。課
題
の
一
つ
に
地
域
の
救
急
体
制
が
上
が

り
、平
成

年
の
消
防
局
の
デ
ー
タ
も
参
考
に
さ
せ

24

て
も
ら
っ
た
が
、地
域
間
の
差
は
あ
る
も
の
の
軽
症

例
の
利
用
が

％
を
超
え
て
い
た
。

60

総
務
省
の「
平
成

年
の
救
急
出
動
件
数
等
」の
公

25

表
で
は
、出
動
件
数
は
５
９
１
万
５
９
５
６
件
で
過

去
最
多
を
記
録
、２
０
３
０
年
に
は
出
動
件
数
が
６

０
０
万
件
を
超
え
る
だ
ろ
う
と
の
予
測
が

年
も
前

15

に
現
実
味
を
帯
び
て
し
ま
っ
た
。出
動
件
数
で
最
も

多
い
の
は
急
病（

％
）、次
い
で
一
般
負
傷（

・
４

63

14

％
）で
あ
っ
た
。増
加
事
由
は「
高
齢
者
の
傷
病
者
の

増
加
」（

・
１
％
）、「
急
病
の
傷
病
者
の
増
加
」（

・

75

73

４
％
）、「
一
般
負
傷
の
増
加
」（

・
４
％
）、「
転
院
搬

42

送
の
増
加
」（

・
４
％
）で
あ
っ
た
。利
用
の
減
少
に

41

つ
な
が
っ
た
事
由
に「
一
般
市
民
へ
の
救
急
自
動
車

の
適
正
利
用
等
広
報
活
動
」（

・
０
％
）が
あ
る
。北

46

海
道
の
現
状
は
ど
う
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。平
成

年
の
出
動
件
数
は

万
８
１
１
５
件
、前
年
比
で

25

23

増
加
し
た
項
目
は
労
働
災
害
、急
病
、一
般
負
傷
、
転

院
搬
送
等
で
あ
り
、全
国
と
ほ
ぼ
同
様
の
救
急
車
利

用
内
容
で
あ
る
。

超
高
齢
社
会
の
わ
が
国
で
、救
急
車
利
用
の
上
昇

曲
線
は
急
勾
配
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
。早

急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、実
効
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

【
救
急
車
の
有
料
化
は
？
】

し
ば
し
ば
議
論
に
上

が
る
が
、諸
外
国
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？

軽
症

例
に
対
す
る
搬
送
が
増
え
、運
用
に
支
障
を
き
た
す

よ
う
に
な
り
、ほ
と
ん
ど
の
国
が
有
料
化
に
踏
み

切
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。台
湾
は
台
北
が
２
０
１

２
年
か
ら
非
重
症
者
の
利
用
を
有
料
化
に
し
た
の
を

皮
切
り
に
多
く
の
市
で
追
随
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
基
本
的
に
す
べ
て
有
料
、距

離
が
長
い
と
タ
ク
シ
ー
の
よ
う

に
超
過
料
金
が
徴
収
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
、カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、ロ
シ
ア
、
中
国
も
有

料
。無
料
の
国
は
イ
ギ
リ
ス
、
イ

タ
リ
ア
、ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ

ン
、メ
キ
シ
コ
、ブ
ラ
ジ
ル
、
ト

ル
コ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ

ア
な
ど
で
あ
る
。

救
急
車
出
動
に
は
相
当
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
？

救
急
救
命
士
の
研
修
、
訓
練
、救
急

車
搭
載
の
医
療
器
機
、そ
の
維
持
費
、人
件
費
な
ど
高

額
に
な
る
と
想
像
さ
れ
る
。救
急
車
１
回
の
出
動
に

か
か
る
経
費
を
札
幌
市
消
防
局
に
問
い
合
わ
せ
を
し

て
み
た
が
、人
件
費
は
割
り
出
せ
て
も
他
の
経
費
は

計
算
で
き
な
い
と
の
返
答
だ
っ
た
。平
成

年
に
救

19

急
車
の
有
料
化
に
つ
い
て
救
急
隊
員
の
あ
り
方
委
員

会
で
審
議
し
た
結
果
、有
料
化
は
見
送
り
、
現
状
で
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
の
結
論
で
、改
善
策
を
た

て
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

【
転
院
搬
送
時
の
救
急
車
利
用
】

ど
こ
が
改
善
で

き
る
か
？

デ
ー
タ
に
目
を
移
す
と
、気
に
な
る
点

が
あ
っ
た
。救
急
車
出
動
事
由
の
転
院
搬
送
で
あ
る
。

北
海
道
は
２
万
８
０
０
５
件
で
、全
出
動
数
に
対
す

る
比
率
が

・
８
％
で
、
都
市
部
で
あ
る
東
京（
５
・
７

11

％
）、
大
阪（
５
・
４
％
）、
愛
知
、
福
岡
な
ど
と
比
較
し

て
高
い
。高
比
率
な
県
は
青
森
（

・
２
％
）
、
岩
手

12

（

・
７
％
）
、富
山
、
山
形
、奈
良
、
沖
縄
な
ど
が
続
く
。

11
救
急
受
け
入
れ
病
院
が
少
な
い
か
、
遠
距
離
な
地
域

だ
ろ
う
か
？

し
か
し
政
令
指
定
都
市
の
デ
ー
タ
を

見
る
と
、札
幌
市
消
防
局
の
出
動
件
数
は
８
万
５
７

０
６
件
、
事
由
は
急
病
５
万
３
１
０
４
件
、一
般
負
傷

１
万
２
５
２
１
件
、
そ
し
て
第
３
位
の
転
院
搬
送
が

８
０
６
８
件
（
９
・
４
％
）と
や
は
り
転
院
搬
送
率
が

高
い
。
札
幌
に
続
き
、
浜
松（
９
・
３
％
）
、広
島
（
８
・
９

％
）
、新
潟
、
福
岡
、
北
九
州
な
ど
が
高
率
。高
次
施
設

へ
の
患
者
搬
送
に
民
間
救
急
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

な
ど
、医
療
者
自
身
の
救
急
車
利
用
を
検
討
し
て
み

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

【
市
民
へ
の
広
報
の
あ
り
方
】

東
京
で
は
軽
症
者

の
救
急
車
利
用
が
年
々
減
少
し
て
き
て
い
る
と
い

う
。
東
京
、消
防
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
す
る
と
東
京
消
防

庁
が
は
じ
め
に
ヒ
ッ
ト
し
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
最
上

段
に
「
あ
な
た
に
伝
え
た
い
大
切
な
こ
と
」～
病
院
へ

行
く
？
救
急
車
を
呼
ぶ
？
急
な
病
気
や
け
が
で
迷
っ

た
ら
～
の
中
の
６
項
目
の
ひ
と
つ
に
＃
７
１
１
９
救

急
相
談
セ
ン
タ
ー（
電
話
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
）が
あ

る
。中
に
入
る
と
マ
ン
ガ
で
分
か
り
や
す
い
ガ
イ
ド

が
載
っ
て
お
り
、『
救
急
車
を
ほ
ん
と
う
に
必
要
と
す

る
人
の
た
め
に
、救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
』と
強
調
さ
れ
て
い
る
。
市
民
へ
の
広
報
が

分
か
り
や
す
い
。北
海
道
、札
幌
市
の
消
防
・
救
急
へ

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
行
政
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ら
し
く
、

文
字
ば
か
り
で
緊
急
時
対
応
に
は
到
底
な
ら
な
い
と

感
じ
た
。「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
さ
っ
ぽ
ろ
」は
札
幌

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
る
と
、
到
達
ま
で
に
相

当
時
間
が
か
か
っ
た
。専
門
家
で
は
な
く
、市
民
に
広

報
し
て
い
る
と
い
う
視
点
を
忘
れ
ず
、作
成
し
て
欲

し
い
。

救
急
医
療
の
改
善
に
関
し
て
、確
か
に
で
き
る
こ

と
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
だ
。

救
急
車
は
有
料
に
す
べ
き
か
？

情
報
広
報
部
副
部
長

藤
井

美
穂
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北海道 美の遺産 本間 莞彩 夕日の北海 北海道立近代美術館 所蔵



産遺の美道海北

1894（明治27）年～1959（昭和34）年
新潟生まれ。
1957（昭和32）年の作品。紙本彩色・額(182.5×156.4㎝)。

1908年、余市町の本間海産物問屋に引き取られるが、1914
年に画家を志して上京。太平洋画会研究所で学ぶ。

帰札後、肖像画で生計を立てながら第１回道展に出品。
1927年の第３回道展で、洋画から日本画へ転向した。

1920年代頃から、北海道生まれの洋画家たちが道内外で活

躍する一方、本道では日本画の本格的な学習や作品鑑賞の場
が得られず、優れた画家が輩出されなかった。
「北海道で日本画は育たない」といわれる中、本間莞彩は

1946年、道展日本画部会員を中心に北海道日本画協会を創
立。さらに、公募展開催や研究所の開設など、日本画主体の
活動を広げ、道内日本画壇の牽引者として活躍した。

◇ ◇ ◇
北海道の景色を一目見ようと、観光客が足を運ぶ。夕日の

向こうから押し寄せる流氷を背景に、子どもたちはシャッ
ターを待つ。北の風土を描きながらも、日常的な視点が際立
つ、作者ならではの風景がある。

本間 莞彩 夕日の北海
ほん ま かんさい

作品紹介

北海道医師会会員数 8,242名（-14) うち日本医師会会員数 5,845名（-6）
Ａ 2,497名（-6） Ｂ2 4,516名（-8) Ｃ2 158名（±0）
Ｂ1 596名（-1） Ｃ1 112名（±0） Ｃ3 363名（+1）

平成27年1月31日現在 （ ）内前月比
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お知らせ
市民のためのがん特別セミナー2015僑／北海道医師会育児サポート事業のご案内卿
平成26年度札幌市医師会医政講演会叫／会員優待ONLINE予約サービス開始について狭
平成26年度生涯教育申告書提出期限の変更について暁
中小企業再生支援協議会事業が対象とする「中小企業者」への「医療法人」の追加について局
厚生労働省「女性医師のさらなる活躍を応援する懇談会」報告書の公表について粁
ホームページリニューアルのお知らせ僅／日本医師会作成『心肺蘇生法CAB+Dカード』琴
女性医師等支援事業を推進しています。近／－生命保険「団体扱い」のお奨め－金
「応急手当WEB」「救急医療啓発パンフレット」へのリンク依頼金／グループ保険のご案内吟
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